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研究の要約
本研究は､まず変数という視点から子供の作った問鱒を､タイプ分けすること
を示す｡次に､1変数の問題作 りにとどまらず､2変数や 3変数の問題 (本文第
1章参照)作りやそれ らの問題解決が､筆数に対する関心､意欲さらには態度の
頼成に効果があることがわかった｡最後に､子供たちの作った問題を一斉授業で
取りとげたこと､解決の方法や解答が多様であったことが､動機付けとなり､算
数の学習の楽 しさを体験させるのに､効果があることがわかったQ
1は じめに
小学校 5年の算数の教科書l】に､生活の
広場 ｢お じさんの家まで｣というところが
ある (資料 1参照)Cそれは､問題作りの
条件がいくつもあって､その条件をもとに
作られた問題を解いた後 ｢いろいろな間題
を作ってみましょうcJというものである｡
この時の関越 2の rふつ うの道路で行く
と時間はいくらかかるで しょうU｣という
問題の場合､ふつ うの道路を行った時間を
X時間とすると､35X=(12+63+38+47十51)
となる,また､ r高速道路で行くと､時間
はいくらかかるで しょうo Jという問題の
jE-合､ふつ うの道路を行った時間をX時間
間膜作りの条件
高速道路を行った時間をY時間とすると､
35X- (19十 15),
80Y- (62十81+98)となる｡
各問題の式について､その式の中の変数は
どれも1つであるOそこで､このような間
暦を､我々は 1変数の問題 ということにす
るo
子供たちが教科書 1-にある我々のいう1
変数の問題を学習 した後､問題作りをした
ところ､その子供たちの作った問題は､ 1
変数の問題ばかりであったo
そこで､さらに次の ｢間勉作 りの条件｣
をもとに､子供たちに､間頗作 りをさせた｡
太郎君は午前8時から午前 10時までの間の 2時間､駅から遊園地までお客さんを運
んでほ しいとたのまれましたo_太郎君は下に番いてある乗 り物ならどれでも運転できる
としますOただし乗 りかえたりむきを変えた りする時間は考えないとします｡
駅 モ
オー トバイ (お客l人乗れる､往復10分)
乗用車 (お客3人乗れる､往復25分)
ワゴン粧 (お客5人乗れる､往復35分)
さあ､このつづきを考えて問題を作 りましょう｡
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この条件のもとで､子供たちの作った問題
には､次のようなタイプがみ られた｡つまり
トiバイの往復回数をX回
(願意よりx=0,1,2- 112)
乗用車の往復回数をY回
(牌藩 よりY=0,1,2,3,4)
ワゴン車の往復回数をZ回
(選者 よりZ=0,1,2,3)
と考えて､子供た らの作った問膳を分塀 L
f'-一･■一〇
間頗 1 ----------日一一- --1｢
-1'-トJ(イで2時間ずっとお客を
運 んだら何人運べるでしょう o
運′こゝ人数は 10X- 120 とかけ
るので､1変数の問匙である
-日 間題2 日一一一日一一一- - ---1
ワゴン車で 1往復 してその後
乗用軽で1回往復 したら全部
で何分かかって何人運べるで
しょう｡
かかった時間は 25Y十35Z,
運ぶ人数は 3Y十5Z,
とかける｡ これは本来なら2変数
の間笹であるがここでは Y-Z-
1と考えているのでこれは 1変数
の問鵜の仲間に入れ ることとした.
I-一問嘩3 --------------日--
.ワゴンIrT:と乗用車だけで､ 2時
I.間の うらにでき;iだけ多くの人
:を庸ぶ とすると､何人運ぶこと
:ができるで し_rう｡
かかった時間が
25Y+35Z≦120の時
運ぶ人数 3Y十 5Zの最大値を求める
のであるO式の中の文字は 2つである
ので､2変数のIBl櫛 とした｡
この問題は､事前テス トにはなく事
後テス トの中にあった｡
一一一問越 4 ------一一一一----- --1
: 2時間きっちりでお客 15人 '
を運びます. どれをどう使 え
ばいいでしょう｡
かかった時間は
10X十25Y十35Z=120-(】)
運ぶ人数は X+3Y+5Z=15-(2)
である. (2)からX-15-3Y-5Zを(1)
-代入すると2変数Y､Zの間嘩とな
るのであるが,後述の図 4 問題 4の
解法の考え方,J)ように考えて､3変数
の問価 としたS
--聞役5 ---一一1--日1---I-･1-
3つの うちでどれをどう使って
もいいから2時間の うらででき
るだけたくさんの人を運ぶには
どんな方法があって､ 何人運
べ るで しょう｡
かかった時間は
10X十25Y十35Z≦120
であ り､運ぶ人数 X+3Y十 5Z
の最大値を求めるのである.
式の中の文字は 3つであるので､3
変数の問題 としたO
このように､子供の作った間留を
変数の視点か ら1変数の問題､2変
数の問嘩および 3変数の問題にタイ
プ分けできることがわかった｡
ここでい う2変数や 3変数の間顔
は能田仲彦 2'や坂El淀ユ'の提唱する
オ-プンな開襟 と同 じ性質のもので
ある｡
2研究のすす め方
この研究は前ページの ｢問題作 りの条
件｣をもとに子供たちが問題 を作り､そ
の間題を､解 くことに挑戦 したり､特に
これ らの問題の中か ら学習挟題 としてふ
さわ しい問題 を､取 り上げての一斉授業
を行い､その後で再度､同 じ条件のもと
で､間煙を作るとい うものである｡
実施 した学校は人 口約 5万人､地方部
市近郊にあ り､1学年 3クラスとい う中規模
校の 6年生である｡
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次のような順序で､研究をすすめた｡
･事前テス ト (1時間)
前ページの r閉館作りの条件｣をも
とに問題作りをさせ､その作った問
題を解かせた｡
1
･一斉授業 (3時間)
1変数の間笹､ 3変数の問題を､子
供たちの作ったものの中から放 り上げ
一斉授異により指導 したo
J
･事後テス ト (1時間)
再度､事前テス トで用いた ｢問題作
りの条件｣をもとに､問題作 りをさ
せ､その作った間牌を解かせた.
3研究の内容
(I)事前テス トについて
問題を変数ごとに分類すると､図 1のよ
うになる｡
図 1 事前テス トの結果
問題のタイプ 作られたR触 (%)
1変数の問題 37 (90%)
2変数の問題 0 (0%)
3変数の閉居 4 (10%)
注 1 問顔作 りができなかった子供 3人
(10%)
間屠総数 4 1厚の中に 3変数の間厚がみ
られたことは特筆すべきことである｡
一一一図2 子供の解答の例
また､自分の作った 1変数の問倍を自分
で解いた時の正答率は約80%であったq
また､3変数の問層の解答の中には､図
2のような解答があった｡ この子供は､
まず､左側のように考えたが､他の方法
を考えているうちに右側の解答を思いつ
いたようである｡だから､左に×をした
ものと思われる｡
(2)一斉授業について
子供たちの作った 1変数の間厚 として
前述の間埼 1と問題~2を授業で取り上げ
2変数の問髄は事前テス トではなかった
ので授業でのあっかいはやめて､3変数
間頓として間厚 4と間播 5を授英で取り
上げた｡ (一斉授業のながれは,図3-
斉授業のながれ参照)
(丑問題 1と問題 2について
数式の説明を絵や線分図や言葉の式
を使って行った結果､自分の蕃いた説
明の補足や考え直しが数多くみられ､
(補足や考え直しは赤のボールペンで
脊くことにしている)正答をだすこと
だけでなく､他の人にわかるように説
明を書こうとする姿幹がみられた｡
②間煙 4について
一斉授業の自力解決で効率のよいワ
ゴン車を基準にして考えている子供が
いたので､その考えを全体に鋭明させ
た｡つまり､ワゴン車の利用回数を3
臥 2回としその時の時間と人数､ま
たその場合の残 りの時間や人数を脊き
次に乗用車､オー トバイと順序よく考
X如 車と12012S-4線 )lDbtL■け ン転 I20÷35-3は -)JS
もとj20と オー LI- lO÷IOモして lこなもれて･あiリ15を1-トJヾ･iql
一書iが2にな,T:C1で
4-u +2-14になさ ⇒ 15lJO-心 )I! たすG 5末5十l-Jb】こな盲■つ
う 皆で
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つ_,Ils5回 ･オー 小'1個硬 さ
合さ†人乳 tt'人
図 3 一 斉授業のながれ
学 習 活
1 問題をよみ､めあてを知る
2 自力解決をする
3 解法について説明する
4 説明の補足をする｡またわかり
やすい所を指摘する
5 本時に見たり聞いたりしたこと
を自分なりにまとめる
･何を求める問題かということを､は
っきりさせる｡
･絵や線分図や言葉の式などを使って､
説明を必ず加えて書くように､させ
る｡
･自力解決後､複数の子供に自分の杏
いた説明を発表させ､それを他の子
供たちが理解するまで､一人だけで
はなく何人にも自分の吾集で説明さ
せる｡
･子供が今見たり聞いたりしたことの
中から､自分で思ったり考えたり気
づいたり思い直したりしたことを笹
かせる時間を､ 必ず確保する｡
えたというものである⊃ (図 4 問牌
4の解法の考え方参照)そして､図3
の① と②の方法をやって解答がみつか
ったのでその子供はそこでやめていた｡
また他の子供は､順序よく考えたので
はないが図4の③のような解答をみつ
けていた｡
この2人の考えを枝番させ効率のよ
いワゴン車から3回,2回そ して 1回と
やっていくと(卦もみつけられるという､
系統的な考え方を取り入れることで両
者のつながりができたといえる｡そし
て､算数の解答は 1通 りだと思ってい
た子供たちが､解答が 2通りあること
を知 り､それに驚き､葬数に対 して興
味をしめし､意欲がわいたといえる｡
図 4の◎まで､考えようとした子供
はいなかった｡やはり､ワゴン車が0
回とい うのは特殊なことと考えたから
であろう｡
③問題 5について
子供たちは前時に学習 した､問題 4
のように順序よく考える方法を使って
解決 しようとしていた｡そして､解答が
2通 りあることにも気がついていた｡子
供たちは､図 5の問題 5の解法の考え方
の∫うに､全てを網羅 したわけではない
が､効率のよいワゴン車を使って図 5の
上から4甚Rぐらいまで考えて､解答 L
L~･/,たo Lか し､解答がこれ以外にない
ということをはっきりさせるところまで
は要求 しなかった｡ しかし､子供たちは､
この間題のもつ探さにふれるという体験
はできたと考えられる｡
(3)事後テス トについて
問越を変数ごとに分類すると図6のよ
うになるO
事後テス トで自分で作った2変数や 3
変数の問題の解決でみられた特徴は､ワ
ゴン車の効率から順序よく考えていく方
法をとっていたことである｡また､解答
が2通りでてくる場合はその2通 りとも
1導き出すことができていたOこのことは
一斉授菜でやったことの学習効果が十分
達成できたものと考えられる｡
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--一図 4 問題 4の解法の考 え方
105分 即日分
①7=ン畑3回
② 7 = ン車2回
③ワゴン車 1回
人数はちょうどだが､ 15分残 るので7'ごめ
15人 汝T/O人
70分 針50分
- ト ト/り5回
10人 馴 5人
35分 ,n 85分
一乗用_車 3回
5人 !耶 10人
0分 如 120分
-乗用亜 4回
0人 即 日人
一図 5 問壕 5の解法の考え方
ワ=ン車(目刺 千月は(2刷 オー トバイ(10,'n
3 0 1
2 2 0
2 1 2
2 0 5
1 3 1
[
[
50分 別 0分
5人 戊qO人
75分 別 1畑
9人 最 り 1人
10()分 別 2031
- オ ー ト バ イ 1回
- オー トバイ2回
10分 か 0分
1人 那 0人
20分 別 0分
12人 ,m 3人 L 2人 那 )A
時間はちょうどだが､ 1人凍るのでだめ
合計時間
I15分
120分
115分
120分
120分
1 2 3 115分
1 1 6
1 0 8
0 4 2
0 3 4
0 2 7
0 1 9
0 0 12
4 おわ りに
子供たちは､この間越作 りや､自分の作
った問題を解 くことに､意欲的に取 り組ん
だoそ して､友達の作った問題 を､一斉捜
藻 で解いてい く過程で､間席のもつ深 さに
ふれ､その ことを､ 自分の問題作 りや､問
題 を解 くことに生かす ことができた｡ この
ことは匝17の子供の感想か らも詐み とるこ
とができるC
120分
115分
120分
115分
120分
115分
120分
??????
???????
?
??
?
このよ うに子供たちは､間厚作 りに参加
し､その事に関心をもち､問趣解決に意欲
的に取 り組む過程の中で､算数に対する鯨
度が醸成 されてい くもの と考えられ るD
今後の課題 として､一斉授業の前 と後の
各テス トで作 った問題のタイプが どのよ う
に変わってい くのか､一人一人を追跡す る
とともに､その個別学習過程についても明
らかに してい くことが残 されている0
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図 6 額前 ･jj-後テ ス トの結果
肝即 キ/I- f軒スLでJr.I:T..I:悶k(bJ 稲11トで乍;,tTJt鵬艶(也)
1ik.L柁 37 (90%) 6 (21%)
･liyと.柁 0 (0%) 6 (21%)
.1号宗一.号ly_き 4 (10%) 17 (78%)
4 1蜂 29担
I1lと/-=て無二 bi ^ L^ (i)50.bー I9人 (.i5Ll{.)
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資料 ] 生活のひろば rお じさんの家までl
-P17 子供の感想 -一日一日--‥-一一-
･やっていくうちに､同 じ条件でも奥
の深い間膜ができるGl)だと思い楽 し
(なった.,
･私たちは､今まで教科器の間膜を解
くだけだったのに､今Lpjは自分で｢.ul
噂 を作り､そ してそれを解いた り､
友達J)作った聞題を解いた りして､
本当に楽 しかった｡
･いろんなことを考えると問艦は､作
りにくかったJ
･自分で問題 を作ってするlDは難 しい
けれ ど､どんな問陸で亨1作れ るので
楽 しい一
･自分で作った問題が解けるのは､本
当に うれ しかった亡
(平成 10年4月30日受理)
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